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地域脱炭素ロードマップの対象となる主要分野

国・地方脱炭素実現会議 「地域脱炭素ロードマップ」のイメージ
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①適用可能な最新技術でできる重点対策を
全国で実施

A) 屋根貸しなど未利用再エネの最大活用

B) 住宅・公共施設の省エネ性向上

C) 住民・観光客向けの再エネEVカーシェア
・
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革新的技術も活用

②先行モデルケースづくり≒ドミノスタート）
多様なスケール・テーマがありえる

A) 公共施設の電力を100％再エネに

B) ゼロエミッションの公共交通整備

C) 小規模街区で再省蓄エネ＆IoTで最適管理

組み合わせでエリア全体の脱炭素も可能に
・
・
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地域の主体的な取組を引き出す施策（誘導的・
規制的手法、人材育成や連携枠組等）や仕組み
（資金等）を盛り込む
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2025

5年の集中期間に
政策総動員

①地域のエネルギーや資源の地産地消 ③まちづくり・地域交通②住まい

⑤生活衛生インフラ（上下水道・ごみ処理など）

⑦働き方、社会参加

⑥農山漁村・里山里海④公共施設をはじめとする建築物・設備

⑧地域の脱炭素を支える各分野共通の基盤・仕組み




